
第 4 次柏原市総合計画の進捗確認と今後の取組等について 

 

○本市のまちづくりの基本理念 

 「元気回復・活力再生」、「市民幸福度の向上」、「産業の発展」及び「福祉サービス

の充実」を縦軸とし、広く聞く、よく考える、的をはずさない、そして、機を見て選

択的かつ集中的でわかりやすい実行を横軸として、市民を核とした「産・学・官」の

協働によりまちづくりを推進します。 

 

○本市の将来像「市民が活きいきとし、にぎわいにあふれているまち 柏原」 

 市民一人ひとりが、本市の自然環境や歴史を再認識し、誇りと愛着が育まれるよう

に、人と人とのつながりや交流を通じて、自然や歴史を活用した個性あるまちづくり

に取組、賑わいと活力にあふれているまちを実現することを目指します。 

 

○本市の目標人口 

現在人口を上回る将来人口を目指し、目標人口は 80,000 人です。 

このため、本市の魅力である豊かな自然環境を大切にしながら、利便性の高い都市

基盤を整備し、質の高い魅力ある生活環境を創出するとともに、特に子育て支援策の

充実、地域産業の活性化など、若者の定住化促進に重点を置いた施策の充実等に取り

組み、当面は、減少が続く人口を維持しつつ回復軌道に向かわせることを喫緊の課題

とします。 

  

・総合計画の期間 

   基本構想  平成 23 年度から平成 32 年度まで 

 基本計画  前期計画 平成 23 年度から平成 27 年度まで 

         後期計画 平成 28 年度から平成 32 年度まで 

 

人口減少に歯止めをかけ、「柏原市に住みたい、住み続けたい」と考えていただけ

るよう、施策を進めているところですが、第 4 次柏原市総合計画の基本計画で設定

している「５つの政策目標」及びそれぞれの施策目標の進捗状況について確認作業を

行うため、プロジェクトチームを立ち上げます。なお、プロジェクトチームは、原則

各部局より課長級１名を選出します。 

 

＜第 4 次柏原市総合計画における５つの政策目標＞ 

１．地域のつながりの中で誰もが健康で安心した暮らし実現 

２．産業と豊かな自然の調和、環境にやさしい事業活動や生活行動実践の確保 

３．生活の利便性が高く、質の高い快適な暮らし実現 

４．人権尊重、地域への誇り、心豊かな個性と能力を発揮する人の育成 

５．健全な行政運営、市民主体のまちづくり実現 



○プロジェクトチーム（PT）の役割 

PT の主な役割は、基本計画の前期計画（平成 23 年度から平成 27 年度まで）に

おける政策目標及び施策目標の達成を目指した取組の進捗状況を確認することとし、

また、後期計画（平成 28 年度から平成 32 年度まで）の策定に向けた目標設定や施

策展開に関する案を策定することとします。 

進捗状況の確認は、平成 27 年度中の取組も予定として加味しながら平成 26 年度

内に行い、第１次確認結果として部長会議に報告します。 

また、平成２８年度以降の計画案は、進捗状況の確認と並行しつつ、平成２６年度

内に中間報告としてまとめ、同じく部長会議に報告します。 

 

（PT 連絡会議の開催） 

１．PT の役割を果たすため、連絡会議を開催します。 

２．連絡会議は、政策推進部長が招集し、事務局は企画調整課とします。 

３．PT メンバーは、部長推薦等により選出します。 


